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（
一
）

　

二
〇
二
四
年
は
、
元
旦
の
午
後
四
時

十
分
、
能
登
半
島
沖
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．
６
の
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と

に
よ
り
暗
澹
た
る
門
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

石
川
県
に
よ
る
と
、
十
四
日
午
後
二

時
現
在
、県
内
の
死
者
は
２
２
１
人
（
う

ち「
災
害
関
連
死
者
」は
１
３
人
）。「
安

否
不
明
者
」
は
２
４
人
、
重
軽
傷
者
は

１
０
１
５
人
と
の
こ
と
。
当
法
人
で
も

今
後D

W
A
T

（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

D
isaterW

elfareA
ssistancT

eam

）
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
を
計
画
し

て
い
ま
す
が
、
家
屋
の
倒
壊
、
道
路
の

寸
断
、
停
電
、
断
水
等
の
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
く
に
つ
け
て
も
、
一
日
も
早
く
イ
ン

フ
ラ
が
復
旧
し
、
元
の
生
活
に
戻
れ
ま

す
よ
う
願
わ
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
愛
す

る
家
族
や
友
人
を
失
っ
た
人
々
の
悲
し

み
は
い
か
ば
か
り
か
と
思
い
言
葉
に
な

り
ま
せ
ん
。
心
身
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
（
二
）

　

実
は
当
地
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
大

地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
お
り
、
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
か
ら
四
十
七
年
前
に
は
、
駿
河
湾

か
ら
静
岡
県
の
内
陸
部
を
想
定
震
源
域

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の

大
規
模
地
震
「
東
海
地
震
」
が
発
生
す

る
と
言
わ
れ
、
私
も
こ
ち
ら
へ
引
っ
越

し
て
来
る
時
に
は
、
多
く
の
人
か
ら
、

「
静
岡
は
い
い
所
だ
け
ど
、
地
震
が
あ

る
か
ら
ね
え
」
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

東
海
地
震
は
予
知
可
能
と
言
わ
れ
、

発
生
前
に
想
定
領
域
内
の
地
盤
の
一
部

が
ゆ
っ
く
り
滑
り
始
め
る
「
前
兆
」
を

捉
え
る
こ
と
が
肝
心
と
さ
れ
、
気
象
庁

は
二
十
四
時
間
体
制
で
観
測
。
異
常
の

発
見
、
調
査
・
検
討
、
判
定
、
報
告
、

発
表
等
の
任
務
を
、
三
十
五
年
に
も
わ

た
っ
て
続
け
た
の
で
し
た
。

　

幸
い
に
も
巨
大
地
震
は
発
生
せ
ず
、

「
想
定
領
域
内
で
は
、
東
海
地
震
は
起

こ
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
」
と
の
学
説

も
出
る
中
、
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九

年
）
か
ら
、
気
象
庁
は
東
海
地
震
の
み

に
着
目
し
た
「
地
震
情
報
」
の
発
表
は

や
め
、
代
わ
り
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

関
連
情
報
」
を
伝
え
始
め

た
の
で
し
た
。

　
　
　
　
（
三
）

　

現
在
警
告
さ
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
」
で
す
。
東
海
か

ら
九
州
ま
で
東
西
お
よ
そ

七
百
キ
ロ
に
及
ぶ
南
海
ト

ラ
フ
に
沿
っ
て
発
生
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ

ス
の
巨
大
地
震
。
こ
れ
ま

で
百
年
か
ら
百
五
十
年
の

周
期
で
発
生
し
て
き
た
の
で
、
今
回

も
三
十
年
以
内
に
七
割
〜
八
割
の
確

率
で
起
き
う
る
。
い
や
、
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
震
が
発
生
す
る
と
、
静
岡
県
で
は

約
十
万
五
千
人
が
犠
牲
に
な
り
、
全
国
で

六
千
万
人
が
被
災
す
る
と
の
こ
と
。

　

当
法
人
の
諸
施
設
が
散
在
す
る
牧
之

原
市
、
島
田
市
、
吉
田
町
は
、
原
発
か

ら
半
径
３
０
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
「
緊
急

時
避
難
準
備
区
域
」
で
す
。
加
え
て
、

駿
河
湾
の
西
側
に
位
置
し
、
大
井
川
も

あ
る
た
め
、
巨
大
地
震
発
生
の
際
に
は
、

大
津
波
や
原
発
災
害
の
リ
ス
ク
大
で
す
。

　

可
能
な
ら
ば
、
地
震
発
生
の
原
因
を

知
り
、
事
前
に
十
分
準
備
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
長
年
研
究
し
て
き
た
学
者

で
さ
え
も
、「
発
生
は
、
単
純
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
は
説
明
で
き
な
い
」「
未
だ
に
十

分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
懐
。

　

し
か
し
、「
そ
れ
な
ら
、
地
震
予
測
な

ど
当
て
に
な
ら
な
い
」
と
考
え
る
の
で

は
な
く
、
専
門
家
の
研
究
や
警
告
、
こ

れ
ま
で
の
被
災
体
験
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
備
え
を
し
て

い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
最
近
、
皆
で
「
全

体
防
災
訓
練
」
の
振
り
返
り
を
し
、
厳

し
い
現
実
に
対
応
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
を
共
有
し
た
の
で
、
早
急

に
改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▲

災
い
を
益
に
変
え
る
力

発　行
社会福祉法人 牧ノ原やまばと学園
〒 421-0412 静 岡 県 牧 之 原 市
　　　   　　 坂 部 2151 番 地 2
TEL：0548−29−0221 FAX：0548−29−0157
E-mail:honbu@yamabatogakuen.jp
http://www.yamabatogakuen.jp/

機関誌代は無料です。



や ま ば と 第 557 号（2）２０２４年２月１日（隔月１日発行）
　
　
　
　
（
四
）

　

新
年
に
な
っ
て
次
々
に
大
き
な
出
来

事
が
あ
っ
た
た
め
、
一
年
前
の
こ
と
さ

え
は
る
か
昔
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
昨
年

（
二
〇
二
三
年
）、
国
内
外
で
は
ど
ん
な

出
来
事
が
あ
っ
た
か
、
メ
デ
ィ
ア
が
伝

え
る
国
内
外
十
大
ニ
ュ
ー
ス
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
選
ん
で
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

〈
国
内
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
〉

①
自
民
党
最
大
派
閥
・
安
倍
派
が
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
の
一
部
を
所
属

議
員
に
還
流
さ
せ
裏
金
化
し
て
い
た
疑

惑
が
浮
上
。
岸
田
政
権
を
直
撃
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、「
２
類
相

当
」
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
「
５
類
」
に
移
行
。

③
東
電
福
島
第
１
原
発
に
た
ま
っ
た
、

放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
「
処

理
水
」
の
海
洋
放
出
が
始
ま
る
。
原
発

事
故
で
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
（
燃
料
デ

ブ
リ
）
冷
却
等
で
生
じ
た
汚
染
水
は
、

国
の
安
全
基
準
未
満
に
な
る
よ
う
大
量

の
海
水
で
薄
め
ら
れ
、
三
〇
年
位
か
け

て
約
１
３
４
万
ト
ン
を
全
て
放
出
予
定

（
今
回
は
三
回
）。
中
国
や
ロ
シ
ア
は
猛

反
発
し
、
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
禁
止
。

　

こ
の
他
、「
性
加
害
で
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

事
務
所
解
体
」「
賃
上
げ
、
物
価
上
昇
に

追
い
付
か
ず
」「
将
棋
の
藤
井
聡
太
七
冠

が
、
初
の
八
冠
制
覇
」、「
列
島
は
猛
暑

で
、
平
均
気
温
が
過
去
最
高
」「
岸
田
首

相
、
遊
説
中
に
爆
発
物
」「
年
間
出
生
数

は
７
７
万
７
５
９
人
で
、
統
計
開
始
以

来
初
の
８
０
万
人
割
れ
」「
広
島
で
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
開
催
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
海
外
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
〉

①
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
、
イ
ス

ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

大
規
模
な
奇
襲
攻
撃
、
民
間
人
ら
約
千

二
百
人
を
殺
害
、
約
二
百
四
十
人
を
人

質
に
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
「
ハ
マ
ス
壊

滅
」
を
掲
げ
て
報
復
攻
撃
。
パ
レ
ス
チ

ナ
側
の
死
者
は
２
万
人
近
く
に
上
っ
た
。

②
簡
単
な
指
示
に
応
じ
て
文
章
や
画
像

を
自
動
で
作
る
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

が
、
脚
光
を
浴
び
、
急
速
に
普
及
。
そ

の
一
方
、
情
報
流
出
や
誤
情
報
の
拡
散
、

著
作
権
侵
害
な
ど
課
題
も
顕
在
化
。

③
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

二
年
目
に
な
り
、
戦
況
は
膠
着
化
、
欧

米
諸
国
に
、
や
や
「
支
援
疲
れ
」。

　

こ
の
他
「
ト
ル
コ
南
部
で
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
７
．
８
の
地
震
。
約
５
万
７
０

０
０
人
が
死
亡
。
／
モ
ロ
ッ
コ
で
も
地

震
、
死
者
数
は
約
２
９
０
０
人
」「
大

谷
Ｍ
Ｖ
Ｐ
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
移
籍
」「
中

国
の
習
金
平
体
制
で
、
人
事
・
経
済
に

異
変
（
相
次
ぐ
高
官
の
解
任
／
不
動
産

不
況
な
ど
景
気
後
退
）」「
異
常
気
象
に

よ
り
各
地
で
災
害
（
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ

島
の
山
火
事
／
リ
ビ
ア
東
部
、
暴
風
雨

で
二
つ
の
ダ
ム
が
決
壊
し
推
計
１
万
人

超
の
死
者
・
行
方
不
明
者
）」「
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
、
虚
偽
記
載
の
罪
で
起
訴
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
国
防
機
密
持
ち
出
し

等
、
三
つ
の
刑
事
事
件
で
も
起
訴
」「
北

朝
鮮
が
軍
事
偵
察
衛
星
発
射
」「
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
解
除
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
五
）

　

二
十
年
位
前
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢

に
な
ら
れ
た
牧
師
先
生
が
、「
も
う
、
こ

ん
な
自
己
中
心
的
な
世
界
に
生
き
る
の

は
う
ん
ざ
り
す
る
。
早
く
、
あ
ち
ら
の

世
界
に
行
き
た
い
」
と
言
わ
れ
、
び
っ

く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

年
々
、
異
常
気
象
や
紛
争
な
ど
が
頻
発

す
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
の
分
断
や
自

己
中
心
性
は
さ
ら
に
色
濃
く
な
っ
た
よ

う
に
さ
え
思
え
ま
す
。
新
年（
二
〇
二
四

年
）
も
秩
序
を
無
視
し
た
行
動
や
争
い

が
多
く
見
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
方
で
は
、
平
和
や
対
話
の
た
め

努
力
し
て
い
る
人
々
も
多
い
こ
と
、
ま

た
、私
た
ち
の
周
囲
に
は
、善
意
の
人
々

が
多
い
こ
と
に
希
望
を
抱
か
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
二
月
か
ら
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

や
ま
ば
と
」
の
お
菓
子
が
、
東
名
吉
田

イ
ン
タ
ー
《
下
り
》
の
売
店
で
販
売
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

も
、
親
切
な
人
々
と
の
出
会
い
か
ら
実

現
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
昨
秋
、
同
作
業
所
に

ハ
チ
の
巣
が
見
つ
か
り
、
Ａ
さ
ん
に
駆

除
を
お
願
い
し
た
こ
と
で
し
た
。
ス
ズ

メ
バ
チ
の
駆
除
さ
え
で
き
る
彼
女
は
、

難
な
く
仕
事
を
達
成
。
そ
の
お
礼
に
同

作
業
所
の
お
菓
子
「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、「
お
い
し

い
」
と
い
う
こ
と
で
店
長
に
も
配
り
、

こ
の
店
長
様
が
障
碍
者
の
社
会
参
加
や

活
躍
を
願
っ
て
い
た
方
だ
っ
た
の
で
、

「
イ
ン
タ
ー
の
売
店
で
販
売
を
」
と
い

う
流
れ
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

善
意
の
人
々
と
の
出
会
い
の
お
か
げ

で
、
厄
介
な
ハ
チ
の
巣
が
喜
ば
し
い
結

果
に
実
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

災
い
を
転
じ
て
福
と
な
す
も
の
、
そ

れ
は
や
は
り
、
互
い
に
助
け
合
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
姿
勢
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
衝
撃
的
な
ス
タ
ー
ト
を
し
た

二
〇
二
四
年
で
す
が
、
全
て
を
益
に
変

え
て
く
だ
さ
る
神
を
仰
い
で
、
助
け

合
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
う
こ
と

で
す
。

〈
理
事
長
〉
長
沢
道
子
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二
〇
二
二
年
夏
、
私
は
八
年
に
わ
た
る

反
戦
の
た
め
の
朗
読
会
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

朗
読
し
た
も
の
は
、
広
島
原
爆
投
下
直

後
の
惨
状
を
、
当
時
瀬
戸
内
海
の
豊
島
で

代
用
教
員
を
し
て
お
ら
れ
た
奥
田
貞
子
さ

ん
が
書
か
れ
た
手
記
で
す
。
原
爆
投
下
の

報
を
受
け
て
、
翌
日
、
島
が
緊
急
に
用
意

し
た
船
で
広
島
に
渡
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

出
征
中
の
お
兄
さ
ん
の
子
供
た
ち
を
探
し

て
歩
い
た
の
で
、
多
く
の
子
供
た
ち
の
様

子
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
の
で
す
。

　

被
害
の
有
様
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
く
、
奥

田
さ
ん
は
、
宿
で
あ
っ
た
叔
父
様
の
家
に

帰
る
と
、
そ
の
日
に
観
た
子
供
た
ち
の
様

子
を
つ
ぶ
さ
に
書
か
な
い
で
は
お
れ
ず
に

書
き
留
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
終
戦
後
、

勤
務
し
て
い
た
山
形
の
独
立
学
園
で
生
徒

に
向
け
て
読
ま
れ
、
あ
る
生
徒
さ
ん
の
父

上
、
新
潟
の
「
野
の
花
文
庫
」
の
真
壁
五

郎
先
生
の
お
力
で
印
刷
さ
れ
出
版
さ
れ
る

機
会
を
得
た
の
で
す
。

　

二
〇
一
〇
年
頃
、
東
京
女
学
館
大
学
の

教
職
を
定
年
退
職
し
、
母
の
介
護
の
た
め

に
新
潟
に
帰
つ
て
い
た
私
は
、
そ
の
初
版

本
の
冊
子
を
一
冊
、「
新
潟
聖
書
研
究
会
」

代
表
の
山
口
賢
一
先
生
か
ら
い
た
だ
き
、

読
ん
で
涙
が
止
ま
ら
ず
、
朗
読
さ
せ
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
奥
田
さ
ん
が

す
で
に
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
と
知
り
一

旦
は
あ
き
ら
め
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
、

山
口
先
生
が
、
奥
田
さ
ん
も
お
よ
ろ
こ
び

に
な
る
と
朗
読
に
賛
成
し
て
下
さ
り
、
私

は
、
山
形
県
叶
水
に
在
る
「
キ
リ
ス
ト
教

独
立
学
園
」
の
納
骨
堂
に
収
め
ら
れ
た
奥

田
さ
ん
に
お
許
し
を
頂
き
に
ま
い
り
ま
し

た
。
無
鉄
砲
な
私
を
案
じ
て
山
口
先
生
も

ご
同
行
く
だ
さ
り
、
今
も
続
く
独
立
学
園

の
地
で
、
学
園
の
歴
史
に
生
き
る
、
奥
田

さ
ん
そ
の
他
の
キ
リ
ス
ト
者
の
方
々
、
わ

け
て
も
、
創
立
当
時
か
ら
校
長
を
勤
め
ら

れ
た
故
鈴
木
す
け
美
先
生
の
、
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
の
理
念
・
信
条
を
、
鈴
木
先
生

の
お
嬢
様
の
今
野
和
子
様
か
ら
伺
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
私
に
と
つ
て
、
実
に

貴
重
な
旅
で
し
た
。

　

私
は
、
幼
い
時
、
家
に
仏
壇
と
神
棚
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
毎
晩
、
神
さ
ま
と
、

仏
さ
ま
に
お
祈
り
を
す
る
よ
う
に
な
つ
て

お
り
、
そ
の
後
、
近
く
に
出
来
た
小
さ
な

教
会
の
影
響
で
、
イ
エ
ス
様
に
も
お
祈
り

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問

当
時
は
新
潟
聖
書
研
究
会
に
入
れ
て
い
た

だ
い
た
ば
か
り
で
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
守
り
、
会
へ
の

参
加
を
誘
っ
て
下
さ
つ
た
津
田
塾
大
学
の

後
輩
井
上
理
恵
子
さ
ん
と
山
口
先
生
の
ご

厚
意
は
、
今
思
え
ば
私
の
人
生
を
変
え
た

の
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
私
は

未
だ
自
覚
な
く
、
た
だ
た
だ
奥
田
先
生
の

遺
志
を
受
け
止
め
て
、
長
年
教
職
に
在
っ

た
人
間
ら
し
く
、
と
に
か
く
、
戦
争
は
い

け
な
い
、
人
殺
し
は
い
け
な
い
、
子
供
を

殺
し
て
は
い
け
な
い
と
の
一
念
で
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
し
た
。

　

第
一
回
朗
読
会
は
、
二
〇
一
五
年
八
月

十
五
日
。当
時
聖
書
研
究
会
が
集
会
を
持
っ

て
い
た
新
潟
弥
彦
線
小
針
駅
前
の
「
葡
萄

の
木
」
で
開
催
。
東
京
か
ら
も
友
人
が
駆

け
つ
け
て
下
さ
り
、
出
席
者
は
、
六
十
名

を
超
え
ま
し
た
。
私
自
身
を
含
め
、
驚
か

な
か
っ
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
る
よ
う
に
最
前
列
の
方
々
が

お
ら
れ
る
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の
部
屋

で
、
私
は
、「
戦
争
さ
え
な
か
っ
た
ら
」
と
、

「
待
っ
て
い
た
兄
と
妹
」
の
二
編
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
シ
ー
ン

と
し
て
聞
い
て
下
さ
っ
た
の
を
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
感
染
前
の
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
ん
な
に
入
場
者
が
お
ら

れ
て
も
平
気
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

二
〇
二
〇
年
、
二
一
年
は
、
極
端
な
人
数

制
限
を
し
、
そ
れ
迄
、
希
望
さ
れ
る
方
々

と
は
話
し
合
い
の
場
に
な
る
よ
う
に
と
昼

食
会
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
止

め
て
、
そ
れ
で
も
、
会
を
持
ち
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
は
九
名
ご
参
加
、
二
〇
二
一

年
は
十
五
人
の
入
場
制
限
に
て
受
け
付
け
、

朗
読
は
常
の
二
章
を
一
章
に
減
ら
し
て「
今

も
あ
の
時
の
こ
と
を
」
と
題
さ
れ
た
章
だ

け
を
、
最
終
回
に
ふ
さ
わ
し
い
章
と
考
え
、

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
二
二
年
、
第
八
回
最
終

回
で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
が
ほ
ぼ
落
ち
着
い

た
と
は
い
え
、
感
染
防
止
の
た
め
に
、
西

新
潟
市
民
会
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
お
借

り
し
ま
し
た
。
広
す
ぎ
る
く
ら
い
の
会
場

で
す
が
、
出
席
者
七
十
三
名
の
皆
様
に
安

心
し
て
席
に
つ
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
終
回
に
ふ
さ
わ
し
く
、
会
の

最
初
に
山
口
先
生
よ
り
平
和
祈
念
講
演
を

い
た
だ
き
、
つ
い
で
、「
八
歳
の
少
年 

タ

ダ
シ
君
」「
戦
争
中
の
チ
カ
ち
ゃ
ん
と
い
う

三
才
の
子
供
と
私
の
生
活
の
一
部
を
聞
い

て
下
さ
い
」
の
二
章
を
読
み
ま
し
た
。
最

後
に
、
こ
の
冊
子
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
奥

田
さ
ん
が
選
ば
れ
た
「
ほ
の
暗
い
灯
心
を

消
す
こ
と
な
く
」
が
由
来
す
る
イ
ザ
ヤ
書

の
一
節
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

山
口
先
生
は
じ
め
支
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
友
人
の
皆
様
に
感
謝
し
、
平
和

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

「
二
〇
一
五
～
二
〇
二
二

「
二
〇
一
五
～
二
〇
二
二  

夏
の
反
戦
朗
読
会
」
を
終
え
て

夏
の
反
戦
朗
読
会
」
を
終
え
て

市　

川　

節　

子
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相
寿
園
は
、
牧
之
原
市
相
良
地
区
に
あ

る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
環
境
上
の
理

由
や
経
済
的
理
由
等
々
の
た
め
に
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
方
々

が
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

部
屋
に
こ
も
り
が
ち
な
方
や
運
動
不
足

が
心
配
さ
れ
る
ご
利
用
者
が
多
い
た
め
、

天
気
の
良
い
日
は
、
建
物
の
回
り
を
散
歩

し
ま
す
。
自
然
環
境
豊
か
な
立
地
、
そ
し

て
広
い
敷
地
の
相
寿
園
で
す
。
建
物
一
周

で
も
三
〇
〇
ｍ
近
く
は
歩
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
最
後
は
花
壇
の
前
で
参
加

者
全
員
で
記
念
撮
影
。

　

実
は
二
年
程
前
、
白
ゆ
り
会
（
ご
利
用

者
の
自
治
会
）
の
役
員
の
方
に
相
談
し

て
「
相
寿
園
を
花
い
っ
ぱ
い
の
園
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
決
め
て
、
花
を
咲
か
せ
る
植

木
15
種
類
の
植
付
け
を
利
用
者
の
方
々
と

一
緒
（
ほ
と
ん
ど
は
利
用
者
の
方
々
で
し

た
が
…
）
に
行
い
ま
し
た
。
紅
梅
、
白
梅
、

モ
ク
レ
ン
、
ロ
ウ
バ
イ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
オ

オ
デ
マ
リ
、
皇
帝
ダ
リ
ア
等
々
で
す
。
そ

れ
が
二
〇
二
三
年
の
初
め
こ
ろ
か
ら
咲
き

だ
し
ま
し
た
。
一
方
、
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク

か
ら
の
花
の
種
や
苗
も
毎
年
配
布
を
し
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
も
無
駄
な
く
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
今
の
相
寿
園
の
環
境
整
備
に

欠
か
せ
な
い
ご
利
用
者
の
方
が
い
ま
す
。

建
物
周
辺
を
覆
い
つ
く
す
雑
草
や
雑
木
を

黙
々
と
手
作
業
で
刈
り
取
っ
て
く
れ
て
い

る
方
で
す
。
今
で
は
相
寿
園
の
回
り
は
雑

草
が
な
く
見
事
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
時
々

の
花
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
実
の
と
こ
ろ

私
も
含
め
職
員
は
ほ
と
ん
ど
携
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ご
利
用
者
の
方
々
の
日
々
の
努

力
、
管
理
の
お
か
げ
で
こ
の
花
の
園
は
出

来
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
施
設
長
と
し

て
は
感
謝
で
一
杯
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
愛

す
べ
き
相
寿
園
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
い
つ

ま
で
も
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
施
設
長
）

　

十
二
月
八
日
、
坂
部
区
民
セ
ン
タ
ー
で

県
立
大
学
短
期
大
学
鈴
木
俊
文
先
生
を
講

師
に
迎
え
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
質
を
高
め
る
災

害
対
応
研
修
及
び
十
一
月
の
法
人
全
体
防

災
訓
練
に
対
し
て
の
振
り
返
り
（
演
習
）

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

前
半
の
研
修
は
講
義
で
、
災
害
訓
練
に

は
次
の
三
つ
の
段
階
が
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

訓
練
レ
ベ
ル
１
…
初
動
対
応
＝
行
動
計

画
・
施
設
内
外
避
難
経
路
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
の
実
行

訓
練
レ
ベ
ル
２
…
災
害
種
類
に
対
し
て
の

施
設
内
外
の
危
険
ゾ
ー
ン
・
安
全
ゾ
ー

ン
を
決
め
た
上
で
の
避
難
訓
練（
水
平
・

垂
直
避
難
・
施
設
外
避
難
）

訓
練
レ
ベ
ル
３
…
被
災
か
ら
復
旧
ま
で
の

計
画
訓
練
及
び
備
蓄
品
を
使
用
し
た
業

務
訓
練
を
し
て
改
善
見
直
し
。

　

後
半
は
十
一
月
の
防
災
訓
練
の
振
り
返

り
で
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
防
災
訓
練
で
は
「
地
震
で
す
、

火
事
が
起
き
ま
し
た
。
御
利
用
者
の
避
難

を
し
ま
し
ょ
う
。」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
、

避
難
が
終
わ
っ
た
ら
点
呼
を
し
て
異
状
が

な
け
れ
ば
訓
練
終
了
で
し
た
が
、
質
の
高

い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
を
立
て
る
た
め
に
は
、
避

難
す
る
に
し
て
も
施
設
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
に
つ
い
て
、
例
え
ば
土
砂
災
害
区
域

や
津
波
水
害
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
か
な

ど
様
々
な
情
報
を
取
り
入
れ
て
計
画
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
平
・
垂
直
避

難
す
る
の
に
何
分
か
か
り
、
通
所
御
利
用

者
の
迎
え
に
何
分
か
か
る
か
？
避
難
場
所

は
安
全
ゾ
ー
ン
か
？
応
援
職
員
は
事
業
所

ま
で
何
分
か
か
る
か
？
等
を
計
画
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

考
え
る
と
、
現
在
の
法
人
全
体
の
防
災
体

制
は
、
訓
練
レ
ベ
ル
１
の
計
画
に
留
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

い
つ
巨
大
地
震
が
来
る
か
も
し
れ
な
い

こ
の
頃
、
万
全
な
準
備
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
実
感
し
ま
し
た
。
被
災
時
想
定
を
し

た
現
実
的
な
訓
練
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば

御
利
用
者
の
命
を
守
る
事
は
到
底
難
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
断
水
・
電
力
停
止
な
ど

の
対
策
も
立
て
、
訓
練
を
何
度
も
お
こ
な

い
、
訓
練
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き

た
い
と
改
め
て
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
副
主
任
生
活
支
援
員
）

　
法
人
全
体
防
災
研
修
を
し
て

垂
穂
寮
　
田
中
英
輝

　「
相
寿
園
」
の
た
か
ら
も
の

相
寿
園
　
松
田
正
幸



や ま ば と第 557 号（5） ２０２４年２月１日（隔月１日発行）

　2022年度より「地域共生社会に貢献する法人」という目的で、中長期計画を策定中です。計画の優先順位などを知るため、
ご利用者とご家族の皆様へアンケート調査を実施させていただきました。集計結果を、一部抜粋して、ご報告します。

1	回答者　回収件数376件、その8割は家族・親族（母親32.9％、父親5.4％、兄弟姉妹15.1％、子ども15.6％、他）、本人17.8％、
後見人3％。回答者の居住地は、8割が事業所所在市町（牧之原市、島田市、吉田町）。
2	施設の日課や支援内容に対する評価
 376件中、大変良い、良いが8割以上でしたが、一部、支援内容への疑問や要望もいただきました。

 改善してほしいこと

3	ご利用者に対する職員の姿勢　364件中、たいへん良い、良いが8割以上。

 ご利用者への対応に関して、改善してほしいこと

４	ご家族（保護者や後見人など）に対する職員の姿勢　308件中、たいへん良い、良い8割以上。

 ご家族への対応に関して、改善してほしいこと

５	地域社会との連携で、力を入れてほしいこと
 ①行政関係者・民生委員・地域住民たちとの信頼関係（113件）、②地域交流（例えば、お祭りへの参加、行事への招待、施設

機能の開放）（92件）、③社会的弱者への支援（90件）、④ボランティアの活用（75件）、⑤家族への支援（64件）、⑥制度外
の福祉的ニーズに対する支援（52件）⑦社会参加（例えば、地域の草刈りへの参加）（45件）、その他：「地域の方やボラン
ティアを巻き込んだコミュニティガーデン」「親がみれないときに対応してくれる場所、GH等」「地域の方がふらっと立ち寄れ
る場、参加できる場がほしい」「災害時の対応」「小学校との交流の再開」「本人・家族とも年を取っていくので、退所後の支援
等の情報を知りたい」
6	災害等、緊急事態の対応や備えに関して心配なこと（320件）。
 ①安否確認（152件）：「緊急時の連絡手段、情報交換できるか？」「『LINE』の一斉送信や『きずなネット』等を希望」「どこに

避難しているのか？事業所に居る時災害があった場合の連絡は？迎えにいくのか？いけない場合は？」「引き取り時の道路状
況」。②利用事業所の場所や避難内容：「施設の立地場所が心配」「災害の危険性やそれに対する対応計画」「日頃の訓練、
避難計画は万全か？防災設備、ヘルメットなど防災用品の備蓄状況」「通勤・通所時に災害があったときはどうなる？」「出来れ
ばマニュアル化」③避難場所：「被災時の居住が心配」「福祉避難所どうなるか」「避難時に避難先での行方不明」「避難所に
はプライバシー・居場所がない」「日頃の支援員でない人による支援」など。④支援職員の確保：災害時の人材不足、「家族も
応援したいので連絡・情報が欲しい」など。⑤服薬（90件）、⑥食料・衣類の確保：体格にあう服があるか。など。
7	こんなサービスがあったらよい（全134件）
 ①ショートステイサービス（42件）：「利用できるところが少ない」「頻繁に使用したい」「手帳があればすぐ使えるとよい。医

療が必要な人でも使えるようにしてほしい」「急な予定がある時はすぐ使えるように」「受給日数をもう少し欲しい」など。
 ②交流の機会、外出や行事の増加（34件）：「月1度でもお楽しみ会（食事）、親子昼食会」「オンライン面会」、「日常の様子や

活動での画像を欲しい」など。③相談関係（16件）：「何でも相談できる場があるとよい」「何でも相談できる場は欲しいが、そ
の前にもっと職員さんとのつながりが欲しい」など。④送迎・移動支援（12件）⑤GH、入浴、見守り、延長サービス（11件）

【やまばとに期待すること】（アンケート結果の報告）

「物を送った時にTELは欲しい」「福利厚生を厚くして、コンディション良く働いて頂き、十分な職員数の維持に努めて頂けれ
ばと存じます」「本人へ言いたいことを遠回しにいうのではなく直接言ってほしい」など

「面会に行った時も、細かい配慮をして頂いている様子がよくわかりありがたい」「支援員の皆さん声かけがとても優しい」「支
援や介護の講習や勉強会などを行い、ブラッシュアップに努めて頂いて心強く思います。」「先生方の少ない中でよく目を配っ
ていると思います。」「上から目線でなく、対等に接してくれている（さんづけ）」／「車いす利用者もいる中、移動が多いので、
男性職員が必要だと思います」／「利用者は、あなたの家族でも友達でもありません。『尊重されるべき人』です」など

「大声での笑いや、回りを気にせず話す言葉の大きさが、気になります。」「仕事をていねいにおしえてほしい」「怪我等への対応
に迅速性が欠ける、優先順位を考えた行動を」「ベッドでの生活で弊害が心配、理学療法士の方の施術を」「wifi（ipadで調べた
い）を利用者にも使わせてほしい」「体温37℃即帰宅にはしないで欲しい。共働きで迎えに行くのが難しい」「お給料を頂いてい
る以上は、納得できる対応をしてほしい」「職員は充分な休養を（給与面も）とる事も利用者への対応に影響ある」など

お忙しい中いつもありがとうございます」／「言葉遣いなど、もう少し丁寧な対応を。外部から、法人はどうみられているか意
識する事もコミニュケーション能力のひとつではないか」「Facebookやインスタなどで、日中の活動の様子を知りたい」など

「もうすこし自分の立場を考えてもらいたい」「子供たちの下着や服等の買い足しやチェック等実施の機会を設けてもらうか、
保護者への要請をして頂きたい」「（担当の方から）写真付きの近況報告が知りたい」など

「本当に職員の皆様には常に頭が下がる思いです」「信頼しているので、頑張って下さい」「本人の希望に添った支援をして下
さっている」「本人が喜んで通えています」／「職員が少ない事はサービスの低下につながっている」「日中の過ごし方等、部屋
の様子は気にもなります」「家族だよりの写真に笑顔が少なく、無表情の顔が多すぎる。支援内容の詳細がわからない」「いつ
面会しても、ただ床に転ばされているだけで、生活に何もメリハリがない」など
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歩
み
の
あ
と

（
11
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

歩
み
の
あ
と

●
個
別
の
ニュー
ス

〈
法
人
〉監
事
に
よ
る
定
期
監
査
。11
／
６

～
13
長
澤
理
事
長
、今
後
の
人
的
交
流

の
た
め
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
ス
ラ
ウェシ
島

（
マ
ナ
ド
）へ
。11
／
25
～
27
片
山
喜
之

日
キ
社
事
同「
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
研
修
」

参
加
。11
／
18
牧
之
原
市
社
会
福
祉

大
会
。山
脇
世
津
子
受
賞
。11
／
19
榛

原
教
会
管
理
者
歓
迎
礼
拝
／
牧
之
原

市
産
業
祭
。11
／
21
上
半
期
事
故
防

止
委
員
会
。11
／
24
全
体
防
災
訓
練
。

12
／
６
静
岡
福
祉
大
学
企
業
説
明
会
。

12
／
８
静
岡
県
立
大
学
鈴
木
俊
文
先

生
に
よ
る
全
体
防
災
研
修
／
ミ
ヤ
ン

マ
ー
人
特
定
技
能
実
習
生
の
面
接
。12

／
10
榛
原
教
会
新
人
職
員
歓
迎
礼
拝
。

12
／
16
第
５
回
理
事
会
、ぎ
ん
も
く
せ

い
受
託
事
業
終
結
な
ど
。12
／
20
池
新

田
高
校
企
業
説
明
会
。12
／
21
長
澤

理
事
長
、志
太
榛
原
自
立
支
援
推
進

会
議
全
体
会
。12
／
24
榛
原
教
会
員
に

よ
る
ク
リ
スマス
キ
ャロル
、グ
レ
イ
ス
、聖

ル
カ
、希
望
寮
を
訪
問
。12
／
26
長
澤

理
事
長
、吉
田
町
福
祉
推
進
委
員
会
へ
。

《
垂
穂
寮
》11
／
９
島
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
様
よ
り
ボ
ッ
チ
ャ
を
賜
る
。11
／
18

保
護
者
会
奉
仕
作
業
。11
／
22
、12
／

20
大
津
地
区
買
物
支
援
の
た
め
車
両

提
供
。12
／
５
島
田
市
ニコニコ
ク
リ
ー

ン
作
戦
に
参
加
。12
／
９
ク
リ
スマス
会
。

12
／
12
静
岡
県
福
祉
指
導
課
に
よ
る

実
地
指
導
。12
／
23
地
域
交
流
で「
し

ま
だっ
子
」の
子
供
達
に
ク
リ
スマス
プレ

ゼ
ン
ト
。

《
野
ば
ら
》11
／
９
ホッ
ト
ドッグ
と
トッ
ピ

ン
グ
リッツ
作
り
。11
／
14
リ
フ
レ
ク
ソロ

ジ
ー
。12
／
５
島
田
市
ニコニコク
リ
ー
ン

作
戦
に
参
加
。12
／
21
ク
リ
スマス
会
。

12
／
27
地
域
交
流
で「
し
ま
だっ
子
」の

子
供
達
に
ク
リ
スマス
プレ
ゼ
ン
ト
。

《
み
ぎ
わ
》11
／
15
イ
ン
フ
ルエン
ザ
予
防

接
種
。12
／
７
、21
コロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
。12
／
24
ク
リ
スマス
会
、テ
イ
ク
ア
ウ

ト
メニュー
を
お
い
し
く
食
べ
る
。

《
や
ま
ば
と
希
望
寮
》11
／
６
、17
聖
隷

ク
リ
ス
ト
ファ
ー
大
学
篠
﨑
先
生
を
講

師
に
、人
材
育
成（
ア
セ
スメ
ン
ト
）研
修
。

11
／
25
掛
川
花
鳥
園
へ
。カ
ラ
フ
ル
な
鳥

た
ち
に
ビック
リ
。11
／
25
オ
レ
ン
ジマラ

ソ
ン
大
会
100
メ
ー
ト
ル
走
に
９
名
参
加
。

12
／
14
雙
葉
学
園
様
ク
リ
スマス
訪
問
。

ご
利
用
者
と
交
流
。12
／
15
榛
原
中
学

校
資
源
回
収
に
協
力
。12
／
16
ク
リ
スマ

ス
会
。歌
と
踊
り
の
イ
ベン
ト
で
賑
や
か
。

《
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
》11
／
24
防
災
訓

練
。緊
急
連
絡
や
ハザ
ー
ド
マッ
プ
等
の

確
認
。

《
わ
か
ば
》11
／
５
吉
田
港
の
海
岸
清
掃
に

参
加
。

《
も
く
れ
ん
》12
／
17
バ
イ
キ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
。12
／
24
Ｘマス
ミニコン
サ
ー
ト
。

《
花
も
も
》ハロウ
イ
ン
は
仮
装
＆
写
真
撮

影
の
み
。自
分
で
選
ん
だ
衣
装
に
身
を

包
み
にっこ
り
。11
／
22
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ

チ
公
園
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
。飛
行
機
を

間
近
に
見
て
迫
力
に
ビック
リ
！
12
／

16
３
年
ぶ
り
に
招
待
客
を
招
き
ク
リ
ス

マス
会
。

《
か
た
く
り
の
花
》11
／
23
勤
労
感
謝
の

日
に「
あ
り
が
と
う
」を
届
け
に
訪
問
。

11
／
27
、30
イ
チョウ
並
木
散
策
し
、お

茶
を
楽
し
む
。12
／
15
ク
リ
スマス
会
。

音
楽
活
動
総
ま
と
め
の
演
奏
会
。12

／
28
忘
年
会
。カ
レ
ー
パー
テ
ィ
ー
と
笑

いヨ
ガ
で
大
盛
り
上
が
り
。

《
マ
ー
ガ
レッ
ト
》11
／
１
藤
枝
蓮
華
寺
池

公
園
を
散
策
し
、昼
食
。コス
モ
ス
畑
を

ド
ラ
イ
ブ
。11
／
10
社
会
見
学
で
う
な

ぎ
パイ
ファク
ト
リ
ーへ
。約
４
年
ぶ
り
の

長
距
離
外
出
。11
／
14
誕
生
会
。12
／

５
、18
焼
津
方
面
へ
外
出
。12
／
６
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
マ
ジッ
ク
ショー
。12

／
13
あ
つ
ま
リ
ー
ナ
合
同
ク
リ
スマス
会
。

12
／
26
誕
生
会
。

《
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
》11
／
１
島
田
市
健
康
づ

く
り
課
の
衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
、口

腔
ケ
ア
講
話
と
ブ
ラッ
シ
ン
グ
指
導
。11

／
24
法
人
合
同
防
災
訓
練
。12
／
５
に

こ
に
こ
し
ま
だ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
、近
隣

地
区
で
ゴ
ミ
拾
い
。12
／
22
昼
食
は
ク
リ

スマス
メニュー
、午
後
は
誕
生
祝
。動
画

を
楽
し
み
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
。12
／
29
仕

事
納
め
、年
越
し
そ
ば
を
た
べ
、作
業
場

の
大
掃
除
。

《
コ
ス
モ
ス
》11
／
17
バス（
体
験
学
習
）で

静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
。11
／

24
法
人
防
災
訓
練
。12
／
８
島
田
市

に
こ
に
こ
し
ま
だ
ク
リ
ー
ン
作
戦
。12
／

21
島
田
高
校
と
の
ク
リ
スマス
交
流
会
。

吹
奏
楽
の
演
奏
を
楽
し
む
。

《
な
の
は
な
》11
／
３
冨
良
食
品
工
場
見

学
。11
／
13
横
井
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
。

11
／
21
起
震
車
体
験
。11
／
24
法
人

防
災
訓
練
。12
／
11
寄
せ
植
え
体
験
。

12
／
15
民
生
委
員
交
流
会
。12
／
18

島
田
市
に
こ
に
こ
ク
リ
ー
ン
作
戦
。12

／
20
、27
法
人
の
地
域
貢
献
活
動
に

参
加
。

《
希
望
の
家
》11
／
17
今
年
度
ラ
ス
ト
ボッ

チ
ャ
大
会
。11
／
24
法
人
全
体
防
災
訓

練
。引
き
渡
し
訓
練
。12
／
５
島
田
市
に

こ
に
こ
ク
リ
ー
ン
作
戦
。12
／
20
ク
リ
スマ

ス
に
ま
つ
わ
る
お
話
の
鑑
賞
、スペシ
ャル

ラ
ン
チ
や
ケ
ー
キ
を
楽
し
む
。保
護
者
様

よ
り
頂
い
た
プレ
ゼ
ン
ト
を
配
布
。

《
ふ
れ
あ
い
》11
／
23
天
王
山
の
草
刈

り
。11
／
24
法
人
全
体
防
災
訓
練
。12

／
５
島
田
市
に
こ
に
こ
ク
リ
ー
ン
作
戦
。

12
／
25
ク
リ
スマ
ス
会
、保
護
者
様
よ

り
頂
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
か
ら
配
布
。ラ
ン
チ・チ
キ
ン・ケ
ー
キ

を
食
べ
楽
し
む
。

《
あ
さ
が
お
》11
／
14
体
操
教
室
。11
／

29
ま
か
い
の
牧
場
で
チ
ー
ズ
作
り
と
ア

サ
ヒ
飲
料
工
場
の
見
学
。牛
乳
か
ら

チ
ー
ズ
に
変
わ
る
瞬
間
に
感
動
。工
場

の
衛
生・品
質
管
理（
廃
棄
物
を
出
さ

ず
再
利
用
す
る
工
夫
）を
学
ぶ
。12
／

12
笑
い
ヨ
ガ
。12
／
22
家
族
へ
の
年
賀

状
作
り
と
１
年
の
労
の
ね
ぎ
ら
い
会
。

12
／
28
退
職
職
員
に
感
謝
を
伝
え
、

メッセ
ー
ジ
を
渡
す
。

《
Ｗｏ
Ｃ
や
ま
ば
と
》11
／
23
牧
之
原
市
か

ら
い
た
だ
い
た
チュー
リッ
プ
の
種
160
個
や
、

花
の
苗
を
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と一緒
に
花
壇

と
植
木
鉢
に
植
え
る
。成
長
す
る
花
が
楽

し
み
。

《
さ
く
ら
》11
／
24
防
災
訓
練
に
て
炊
出

し
。準
備
し
た
炊
飯（
鳥
釜
め
し
）を
食

べ
る
。12
／
３
ク
リ
スマス
会
。「
赤
鼻
の

ト
ナ
カ
イ
」を
合
唱
し
、吉
田
町
身
障

者
福
祉
会
よ
り
い
た
だ
い
た
お
菓
子
を

プレ
ゼ
ン
ト
。

《
レ
タ
ス
ク
ラ
ブ
》11
／
16
新
規
利
用
の

Ｏ
さ
ん
を
歓
迎
し
、た
こ
焼
き
と
お
に

ぎ
り
の
昼
食
会
。た
こ
焼
き
を
回
転
さ

せ
る
の
が
上
手
く
皆
に
拍
手
さ
れ
笑

顔
。12
／
13
ク
リ
スマス
会
で
パ
プ
リ
カ

の
曲
に
合
わ
せ
た
カッ
プス
を
披
露
。

《
聖
ル
カ
ホ
ー
ム
》11
／
24
さ
つ
ま
い
も
カ

フェ
。や
き
い
も
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
て
交
流
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者

も
参
加
。11
／
５
坂
部
祭
り
で
子
供
屋

台
が
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、お
囃
子
の
披
露
。

11
／
18
日
赤
奉
仕
団
の
皆
様
に
よ
る

松
葉
ひ
ろ
い
。11
／
30
日
中
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
。チェック
リ
ス
ト
に
添
って

行
い
、行
動
を
見
直
す
。

《
グ
レ
イ
ス
》11
／
５
坂
部
区
の
お
祭
り
。

地
域
出
身
御
利
用
者
が
聖
ル
カ
駐
車

場
へ
行
き
、山
車
を
見
学
。子
供
と
青

年
部
の
お
囃
子
な
ど
を
楽
し
む
。11
／

６
焼
き
そ
ば
作
り
。11
／
７
理
学
療

法
士
の
訪
問
。11
／
11
道
上
の
踊
り

子
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
披
露
。11
／
15

ウッド
デッ
キ
で
体
操
と
玉
入
れ
。11
／

27
牧
之
原
公
園
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
。12
／

15
年
末
大
運
動
会
を
ユニッ
ト
で
開
催
。

12
／
24
榛
原
教
会
の
皆
様
が
ク
リ
スマ

ス
キ
ャロル
。12
／
25
里
山
の
会
の
皆
さ

ん
と
賑
や
か
に
餅
つ
き
。

《
相
寿
園
》11
／
１
二
年
前
に
施
設
の
回

り
に
蒔
い
た
コス
モ
ス
の
種
が
、今
年
は

見
事
に
咲
く
。相
寿
園
に
は
コス
モ
ス
が

良
く
似
合
い
ま
す
。12
／
28 

11
月
に

畑
で
収
穫
し
た
サ
ツマ
イ
モ
を
石
焼
芋

に
し
て
み
ん
な
で
食
べ
る
。ほ
く
ほ
く
で
、

甘
く
て
美
味
し
かった
。

《
ぎ
ん
も
く
せ
い
》指
定
管
理
に
よ
る
受

託
事
業
を
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

を
決
定
。12
月
末
に
入
所
者
の
皆
さ
ん

に
説
明
。次
期
指
定
管
理
者
への
引
継

ぎ
を
開
始
。施
設
の
中
は
いつ
も
通
り

の
生
活
。

《
真
菜
》11
／
２
蓬
莱
橋
へ
。11
／
10
秋
の

芸
術
祭
。習
字
、塗
り
絵
の
部
に
分
け

入
選
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
。11
／
13
収

穫
し
た
椎
茸
で
炊
き
込
み
ご
飯
や
お
味

噌
汁
作
り
。11
／
24
聖
ル
カ
ホ
ー
ム
の

焼
き
芋
カ
フェへ
。12
／
４
吉
田
の
図
書

館
へ
。12
／
22
～
25
ク
リ
スマ
ス
会
。12

／
25 

100
歳
の
お
誕
生
日
を
皆
さ
ん
と

共
に
盛
大
に
お
祝
い
。12
／
26
市
内
の

NiceCoffeeRoaster

へお
出
掛
け
。

《
す
ず
ら
ん
》11
／
13
服
織
田
神
社
へ
。

ご
家
族
の
健
康
を
祈
願
す
る
方
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。11
／
18 

101
歳
の
方

の
誕
生
会
、他
ご
利
用
者
様
と
も
お
祝

い
。11
／
27
庭
で
と
れ
た
サ
ツマ
イ
モ
で

焼
き
芋
。美
味
し
く
い
た
だ
く
。12
／

８
鶏
団
子
鍋
作
り
。調
理
は
お
手
の
物
、

野
菜
も
均
等
に
切
って
、味
付
け
も
バッ

チ
リ
。12
／
18
ダッコ
ち
ゃ
ん
を
ク
リ
スマ

ス
バー
ジョン
で
作
成
。ご
利
用
者
様
や

ご
家
族
様
か
ら
も
評
判
。12
／
28
ビ
ン

ゴ
大
会
で
大
盛
り
上
が
り
。笑
顔
の
年

末
と
な
る
。

《
さ
ふ
ら
ん
》ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、登
録
ヘ

ル
パ
ー
も
参
加
し
、ヒ
ヤ
リ
、事
故
、苦

情
内
容
な
ど
を
共
有
し
、励
ま
し
合
う
。

《
シ
ャ
ロ
ー
ム
》11
／
10
主
任
ケ
アマ
ネ
連

絡
会
に
て
地
域
課
題
を
検
討
。11
／

13
静
岡
県
難
病
研
修
の
受
講
。11
／

19
榛
原
教
会
歓
迎
礼
拝
へ
。11
／
21

市
内
ケ
アマ
ネ
向
け
事
例
検
討
会
、企

画
や
ファ
シ
リ
を
担
当
し
、学
び
を
深

め
た
。11
／
24
法
人
全
体
防
災
訓
練
。

12
／
10
静
岡
県
災
害
支
援
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
研
修
受
講
。12
／
12
主
任
ケ
ア

マ
ネ
連
絡
会
に
て
地
域
課
題
を
検
討
。

12
／
15
牧
之
原
市
介
護
予
防
ケ
ア

プ
ラ
ン
会
議
に
て
事
例
の
検
討
、助
言
、

地
域
課
題
を
探
った
。

《
オ
リ
ー
ブ
》12
月
か
ら
管
理
者
代
行
に

よ
り
業
務
を
行
う
。

《
ぶ
ど
う
の
木
》11
／
８
婦
人
交
通
指
導

員
講
話
。11
／
20
～
22・24
防
災
訓
練
。

防
災
食
の
カ
レ
ー
試
食
。11
／
16
中
地

区
の
お
茶
飲
み
会
に
場
所
を
提
供
。11

／
16
は
東
慶
林
で
、15
と
29
は
坂
部
味

菜
ク
ラ
ブ
で
、21
日
は
草
の
実
サ
ロン
で

啓
発
事
業
。12
／
５
婦
人
交
通
指
導

員
に
よ
る
講
話
。12
／
18
～
20・22
と

ク
リ
スマス
会
。降
誕
の
お
話
と
職
員
の

余
興
。ツ
リ
ー
を
個
々
に
作
成
し
楽
し

む
。12
／
13
坂
部
味
菜
ク
ラ
ブ
に
ポ
イ

ン
ト
啓
発
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

★
活
動
者
名（
敬
称
略
、順
不
同
）

個
人  

三
浦
孝
、栗
原
尚
巳
、鈴
木
武
行
、

鈴
木
展
行
、岡
平
泰
雄
、松
中
正
男
、

松
中
春
江
、鈴
木
勝
利
、吉
永
治
子
、

中
村
愛
。

団
体  

や
ま
ば
と
希
望
寮
保
護
者
会（
清
掃
）。

実
習
生
受
け
入
れ
状
況

〈
マ
ー
ガ
レッ
ト
〉

清
流
館
高
校 

１
名  　

12
／
26・27

あ
と
が
き

☆
表
紙
の
写
真
は
、わ
か
ば
と
も
く
れ
ん

の
ご
利
用
者
。散
歩
コ
ー
ス
の
休
憩
地

点
で
の
様
子
。（「
あ
れ
、今
日
は
知
ら

な
い
女
性
が
来
て
る
ぜ
」「
う
ん
、ま
あ

静
か
に
見
て
い
よ
う
や
」）

☆
市
川
節
子
様
は
、東
京
女
学
館
大
学

教
授
等
を
へ
て
、母
上
の
介
護
の
た
め
、

新
潟
へ
帰
ら
れ
、反
戦
朗
読
会
な
ど
に

係
わ
り
ま
し
た
。著
書
、「
僕
が
イ
グ
ア

ナ
だ
っ
た
こ
と　

ー
テ
ネ
シ
ー
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ
の
七
つ
の
作
品
」（
二
〇
〇
一
年　

南
雲
堂
）他
。

☆「
被
災
し
た
輪
島
市
の
中
学
生
二
五
八

名
が
約
百
キ
ロ
離
れ
た
白
山
市
へ
移

動
」と
の
ニュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

困
難
を
乗
り
越
え
て
、目
標
を
達
成

さ
れ
る
よ
う
祈
って
い
ま
す
。

〈
Ｉ
〉

寄付金状況報告 （単位：円）

寄付金 指定寄付金 合　計

４月～
11月 4,599,503 0 4,599,503

12 月 3,024,566 0 3,024,566

計 7,624,069 0 7,624,069

※2022年度より、機関紙代収入は計上していません。
　すべて寄附金収入として、計上しています。


